
平
成
21
年
度
鴻
巣
市
一
般
会
計
予
算
の

歳
出
を
表
に
示
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
と
の
比
較
で
ま
ず
総
務
費

が
44
・
6
％
と
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
定
額
給
付
金
支
給
事
業
の
支
出

に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
商
工
費
が
69
・
2
％
の
伸
び
と

な
っ
て
い
る
の
は
主
に
（
仮
称
）
歴
史
民

俗
資
料
館
取
得
事
業
1
億
1
3
3
8
万
円

が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

教
育
費
の
19
・
3
％
の
伸
び
は
小
学
校

教
育
用
パ
ソ
コ
ン
設
置
事
業
3
億
5
0
7

5
万
円
、
小
中
学
校
耐
震
化
推
進
事
業

（
田
間
宮
小
学
校
・
松
原
小
学
校
・
吹
上

中
学
校
）
2
億
1
2
7
0
万
円
、
小
中
学

校
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
改
修
事
業
8
1
5

3
万
円
に
よ
る
も
の
で
す
。

市
税
に
つ
い
て
は
景
気
の
低
迷
に
も
影

響
を
受
け
、
特
に
法
人
市
民
税
に
お
い
て

は
1
億
4
9
1
8
万
円
（
17
・
9
％
）
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
定
額
給
付
金
支
給
事
業

が
17
億
3
6
6
7
万
円
、
地
域
活
性
化
臨

時
交
付
金
が
5
億
6
2
4
0
万
円
な
ど
で

す
。県

支
出
金
は
保
育
所
緊
急
整
備
事
業
5

9
5
4
万
円
増
。
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨

時
特
別
交
付
金
が
4
3
5
0
万
円
増
。

な
お
、
平
成
21
年
度
に
借
り
入
れ
た
市

債
41
億
7
8
4
2
万
円
の
う
ち
93
・
8
％

に
あ
た
る
39
億
1
9
5
2
万
円
に
つ
い
て

は
、
次
年
度
以
降
の
地
方
交
付
税
で
算
入

さ
れ
る
予
定
で
す
。

2

と結果的に大幅増額ととなったなった

た

歳入　352億9469万円
歳出　336億8684万円

一般会計

歳入　528億3271万円
歳出　502億   509万円

総　　額平成21年度  一般�会計決算��会計決算�
平
成
21
年
度
決
算

歳
出
の
特
徴

景
気
の
低
迷
の
中
で

　
　
 
国
・
県
の
助
成

一般会計�一般会計�

前
年
度
よ
り

大
幅
増
額
は
定
額
給
付
金

平成21年度 鴻巣市一般会計歳入の主な動き
市税    4億3605万円（△2.8％）�
地方交付金    4億3804万円（  10.1％）�
国庫支出金  23億5343万円（  90.0％）�
県支出金    2億5475万円（  20.5％）�

→
�
→
�

→
�

→
�

平成21年度 鴻巣市一般会計歳出表

 千円 ％  ％�
　議　  会　  費 301,169 0.9 0.5�
　総　  務　  費　 6,451,520 19.1 44.6�
　民　  生　  費  9,132,168  27.1 3.5�
　衛　  生　  費 2,523,211 7.5 1.3�
　労　  働　  費 126,190 0.4 △0.4�
　農林水産業費  362,088 1.1 △11.1�
　商　  工　  費  268,265 0.8 69.2�
　土　  木　  費  5,580,091 16.6 △19.7�
　消　  防　  費  1,696,738 5 △0.8�
　教　  育　  費  3,618,096 10.7 19.3�
　災害復旧費 0 0  ―�
　公　  債　  費  3,602,150 10.7 0.5�
　諸 支 出 費  25,156 0.1 皆増�

　歳 出 合 計 33,686,842 100 �

区　分�

年　度�
21

金　　額� 前年度比�

（前年比）�

総額に�
対する割合�

平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
は
財
政
非
常
事
態
宣
言
の
も
と
、
当
初
予
算
は
平
成
20

年
度
よ
り
約
20
億
円
少
な
い
額
で
し
た
。

そ
の
後
の
補
正
で
45
億
2
0
0
万
円
が
追
加
さ
れ
、
最
終
的
な
決
算
額
は
3
3
6
億

8
6
8
4
万
円
の
歳
出
と
な
り
、
議
会
審
査
の
後
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。



国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
の
特
別
会
計
の
平
成
21
年
度
決

算
は
い
ず
れ
も
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
に
お
け
る
医
療
保
険
制
度
は
、
複

数
の
制
度
に
よ
っ
て
で
き
て
お
り
、
そ
の

制
度
の
運
営
状
況
は
社
会
環
境
の
変
化
や

高
齢
化
、
さ
ら
に
年
々
医
療
費
が
高
騰
し

て
い
く
と
い
う
状
況
下
で
厳
し
い
財
政
状

況
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

問
　
平
成
21
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
の
黒
字
の
要
因
は
。

答
　
5
年
ぶ
り
の
予
算
ベ
ー
ス
平
均
17
％

の
税
率
改
正
で
前
年
比
1
1
3
％
の
歳
入

増
、
ま
た
医
療
給
付
費
の
歳
出
の
伸
び
が

1
0
5
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
実
質
収
支
は
5
億
7
1
2
9
万
8
0

0
0
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

問
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
額
は
適

正
か
。

答
　
繰
り
入
れ
総
額
8
億
2
1
8
9
万
6

0
0
0
円
の
う
ち
、
法
定
外
繰
り
入
れ
が

5
億
80
万
円
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
県
平
均

の
被
保
険
者
一
人
当
た
り
1
万
6
0
0
0

円
と
い
う
ラ
イ
ン
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

問
　
不
能
欠
損
は
増
加
し
て
い
る
の
か
。

答
　
厳
し
い
社
会
経
済
の
中
で
、
前
年
よ

り
1
2
6
件
増
加
し
、
額
は
1
7
0
0
万

円
ほ
ど
増
え
て
お
り
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

3
年
に
一
度
行
わ
れ
る
保
険
料
の
改
定

（
23
％
増
）で
実
質
収
支
1
億
8
1
3
3
万

5
0
0
0
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

問
　
介
護
保
険
証
の
発
行
と
滞
納
者
に
対

す
る
取
り
組
み
は
。

答
　
保
険
証
は
65
歳
に
な
っ
た
方
全
員
に

交
付
し
て
い
ま
す
。
滞
納
へ
の
取
り
組
み

は
臨
宅
徴
収
の
ほ
か
個
別
に
納
付
相
談
を

し
て
分
割
納
付
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
ま

す
。後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

実
質
収
支
1
2
3
7
万
4
0
0
0
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
保
険
料
は
事
業
者

で
あ
る
県
の
広
域
連
合
に
よ
り
2
年
に
一

度
の
見
直
し
が
さ
れ
、
平
成
22
・
23
年
度

に
つ
い
て
均
等
割
に
お
い
て
2
2
3
0
円

が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

問
　
収
入
済
み
額
の
う
ち
還
付
未
済
額
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
　
年
金
か
ら
納
付
さ
れ
た
保
険
料
で
、

ご
本
人
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
死
亡
後
納

付
さ
れ
た
保
険
料
に
つ
い
て
、
ど
な
た
に

お
返
し
す
れ
ば
良
い
か
日
本
年
金
機
構
で

事
務
手
続
き
が
終
わ
っ
て
い
な
い
も
の
の

総
額
で
す
。

結果的に大幅増額と結果的に大幅増額となった

平成21年度予算は財政非常事態宣言のもとスタートしました

平成21年度  一般�会計決算�平成21年度  一般�

3

一般会計から特別会計への繰出し

国民健康保険事業特別会計繰出金�
老人保健特別会計繰出金�
農業集落排水事業特別会計繰出金�
介護保険特別会計繰出金�
北新宿第二土地区画整理事業特別会計繰出金�
広田中央特定土地区画整理事業特別会計繰出金�
後期高齢者医療特別会計繰出金�

※�
※�
�
※�
�
�
※�

※・・・医療特別会計�

計�

821,896�
0�

55,000�
647,945�
64,000�
89,000�
153,687

1,831,528

特 別 会 計 項 目�

単位（千円）�

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
額
は

　
合
計
　
億
3
1
5
2
万
円

18

特別会計�特別会計�税
率
改
正
が
行
わ
れ
た

医
療
保
険
特
別
会
計

特
別
会
計
は
国
民
健
康
保
険
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
4
つ
の
医
療
会
計
と
北
新
宿
・

広
田
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
、
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
の
7
事
業
の
会
計
で
、
決

算
総
額
は
1
6
5
億
1
9
0
6
万
円
の
歳
出
と
な
り
議
会
で
審
査
し
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

問

問答

答 問問答 問答

答



子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
全
額

助
成
に
4
0
0
0
万
円
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
本
年
４
月
か
ら
日
本
脳
炎
予
防
接
種

が
定
期
接
種
と
な
り
、
2
5
9
3
万
9
0

0
0
円
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
対
象

人
数
等
の
詳
細
は
。

答
　
10
月
1
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
全
額
公
費

助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
内
で
も
二
番

目
の
実
施
と
な
り
ま
す
。
対
象
者
は
現
在

の
中
学
一
年
・
二
年
・
三
年
生
の
女
子
生

徒
で
、
対
象
者
は
1
7
0
0
人
で
す
。
一

回
の
委
託
単
価
が
1
万
6
3
8
9
円
で
、

半
年
間
内
に
3
回
接
種
し
ま
す
。
市
内
委

託
医
療
機
関
で
の
接
種
の
他
、
委
託
外
医

療
機
関
で
の
接
種
に
つ
い
て
も
全
額
助
成

し
ま
す
。
任
意
接
種
と
な
り
ま
す
の
で
、

保
護
者
あ
る
い
は
子
ど
も
さ
ん
が
判
断

し
、
接
種
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
通
り
改
修
工
事
等
を
含
む
市

民
要
望
の
多
い
道
路
改
修
・
維
持
補
修
・

身
近
な
生
活
道
路
改
良
事
業
な
ど
の
費
用

と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
初
予
算
で
5
0
0
万
円
計
上
さ
れ
て

い
た
太
陽
光
発
電
・
高
効
率
給
湯
器
設
置

費
補
助
金
（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
・
エ
コ
ジ
ョ

ー
ズ
・
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
等
）
に
8
0
0
万

円
の
追
加
を
行
な
い
、
6
月
に
補
助
を
受

け
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
方
を
含
め
、

対
象
と
し
ま
す
。

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
は
子
育
て
中
の
マ

マ
や
パ
パ
が
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
気
軽
に

外
出
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
取
り
組
み

で
す
。

問
　
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
は
こ
の
額
で
ど
ん
な

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

答
　
オ
ム
ツ
交
換
の
た
め
の
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ト
設
置
や
授
乳
ス
ペ
ー
ス
確
保
、
子
育
て

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
県
の
推
進
事
業
と
し
て
全
額
県

の
補
助
金
を
利
用
し
、
市
役
所
本
庁
舎
１

階
・
各
支
所
・
公
民
館
・
図
書
館
・
保
育

所
な
ど
市
内
31
施
設
43
ヶ
所
に
整
備
し
ま

す
。
各
駅
に
は
わ
か
り
や
す
い
ス
テ
ッ
カ

ー
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

吹
上
地
域
の
大
芦
ス
ト
ッ
ク
場
を
土
地

所
有
者
に
返
還
し
、
今
後
は
、
上
谷
ス
ト

ッ
ク
場
を
利
用
す
る
た
め
の
整
備
が
進
め

道
路
改
修
・
補
修
・
改
良
事
業

（
２
億
６
１
８
７
万
円
）

4

1954

全  額  公  費  助  成全  額  公  費  助  成全  額  公  費  助  成
平成22年度補正予算　17億377万円

子宮頸がん予防ワクチン

全  額  公  費  助  成
子宮頸がん予防ワクチン

全  額  公  費  助  成

1954 平
成
 
年
度
補
正
予
算

そ
の
他
の
議
案
審
議

22

予
防
接
種
事
業

(

６
６
０
５
万
７
０
０
０
円
）

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
設
置
事
業

（
４
３
０
万
円
）

住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
設
置
補
助
事
業

（
８
０
０
万
円
）

上
谷
ス
ト
ッ
ク
場
の
整
備
事
業

（
２
０
０
０
万
円
）

平
成
22
年
度
　
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
道
路
改
修
事
業
、
予
防
接
種
事
業
、
緊

急
雇
用
創
出
事
業
、
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
設
置
補
助
事
業
、
上
谷
ス

ト
ッ
ク
場
整
備
事
業
、
中
学
校
給
食
運
営
事
業
等
で
17
億
3
7
7
万
円
の
補
正
が

提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

答 問

答 問

「赤ちゃんの駅」とは…
赤ちゃんとパパ・ママが安心しておむつ
替えや授乳ができる場所です。



ら
れ
て
い
ま
す
。

当
初
は
路
盤
材
を
生
か
し
て
使
用
し
、

施
設
内
を
舗
装
し
な
い
と
い
う
計
画
で
し

た
が
、
こ
の
た
び
施
設
を
舗
装
す
る
た
め

の
補
正
予
算
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
ス

ト
ッ
ク
場
に
は
、
市
内
で
集
め
ら
れ
た
不

燃
ご
み
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
蛍
光
管
や
乾
電
池
な
ど

を
処
分
す
る
ま
で
の
間
保
管
さ
れ
ま
す
。

ま
た
現
在
市
役
所
に
あ
る
廃
食
油
の
精
製

装
置
も
こ
ち
ら
に
移
転
し
稼
働
し
ま
す
。

雇
用
を
創
出
す
る
た
め
に
県
よ
り
補
助

金
（
6
4
0
0
万
円
）
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
の
6
事
業
に
割
り
当
て
て
い
ま
す
。

①
市
役
所
総
合
案
内

②
（
仮
称
）
歴
史
民
俗
資
料
館
資
料
調
査
　
　

・
整
理
業
務

③
開
発
登
録
簿
電
子
化
整
備
事
業

④
公
園
台
帳
シ
ス
テ
ム
電
算
処
理
業
務

⑤
小
学
校
給
食
運
営
事
業
（
栄
養
士
）

⑥
重
要
公
文
書
保
存
事
業
委
託

平
成
22
年
度
鴻
巣
市
一
般
会
計
の
当
初

予
算
に
て
10
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
県
の
自
殺
対
策
基
金
か
ら
50
万
円

の
歳
入
が
あ
り
、
一
般
会
計
を
使
わ
ず
に

事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

具
体
的
方
法
と
し
て
は
、
毎
年
3
月
が

自
殺
対
策
強
化
月
間
な
の
で
、
平
成
23
年

2
月
に
市
民
を
対
象
と
し
た
講
演
会
と
啓

発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

三
谷
橋
大
間
線
の
、
5
つ
の
工
区
の
う

ち
、
雷
電
町
側
第
2
工
区
と
鴻
巣
駅
西
口

側
の
第
4
工
区
の
工
事
請
負
契
約
締
結
に

つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
請
け
負
い
金

額
は
そ
れ
ぞ
れ
、
6
億
2
7
2
7
万
円
と

6
億
5
6
5
0
万
円
で
す
。
現
在
は
第
3

工
区
で
あ
る
JR
線
ア
ン
ダ
ー
部
分
の
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
工
事

が
始
ま
る
と
、
契
約
上
の
履
行
期
限
が
平

成
25
年
2
月
28
日
と
さ
れ
て
お
り
、
第
1

工
区
と
第
5
工
区
も
今
後
並
行
し
て
工
事

が
始
め
ら
れ
る
た
め
、
供
用
開
始
は
平
成

25
年
3
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
自
治
体
の
憲
法
」
と
も
い
わ
れ
る
自

治
基
本
条
例
は
、
地
域
課
題
へ
の
対
応
や

ま
ち
づ
く
り
を
誰
が
ど
ん
な
役
割
を
担
い
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
決
め
て
い
く
の
か
を

明
文
化
し
、
自
治
体
の
仕
組
み
の
基
本
ル

ー
ル
を
定
め
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
市
民
・
行
政
・
議
会
等

の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
、
情
報
公
開
、

計
画
・
審
議
会
等
へ
の
市
民
参
加
や
住
民

自
治
な
ど
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
制
度

に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

全
国
で
自
治
基
本
条
例
の
制
定
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
条
例
制

定
に
向
け
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
た
め

の
条
例
で
す
。

5

自
殺
対
策
事
業
の
補
正

（
５
０
万
円
）

※
議
会
だ
よ
り
発
行
時
点
で
募
集
が
終
了
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業

（
６
４
０
０
万
円
）

三
谷
橋
大
間
線
は
い
つ
で
き
る

第1工区�

第2工区�

第3工区�

第4工区�

第5工区�

中山道�

JR

荒川左岸通�

鴻巣駅�

エルミこうのすエルミこうのす�エルミこうのす�

自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
条
例

合
併
特
例
債
は
、
合
併
し
た
市
町
村
の

一
体
性
の
速
や
か
な
確
立
や
均
衡
あ
る
発

展
の
た
め
に
行
う
公
共
的
施
設
の
整
備
や

地
域
住
民
の
連
帯
強
化
・
地
域
振
興
の
た

め
の
事
業
等
の
基
金
積
立
に
対
し
て
充
て

る
こ
と
の
で
き
る
地
方
債
で
す
。

合
併
の
行
わ
れ
た
年
度
と
そ
れ
に
続
く

10
年
間
に
限
り
、
対
象
事
業
費
の
95
％
に

つ
い
て
地
方
債
を
財
源
と
す
る
こ
と
が
で

き
、
更
に
そ
の
元
利
償
還
金
の
70
％
を
基

礎
と
し
た
普
通
交
付
税
が
、
国
か
ら
交
付

さ
れ
ま
す
。

鴻
巣
市
は
合
併
協
議
会
の
中
で
、
対
象

事
業
費
を
2
4
1
億
3
6
0
0
万
円
と
し
、

合
併
特
例
債
の
活
用
目
標
額
を
2
2
9
億

2
9
0
0
万
円
と
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
末
現
在
の
活
用
済
み
額
は

67
億
3
9
0
0
万
円
で
、
全
体
の
29
・
39

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

合
併
特
例
債
っ
て
？

一般財源

合
併
特
例
債

合
併
特
例
債（
充
当
率

充
当
率
95
％
）

合
併
特
例
債（
充
当
率
95
％
）

元
利
償
還
金
の

元
利
償
還
金
の
7
割
を
普
通
交
付
税
で
措
置

割
を
普
通
交
付
税
で
措
置

元
利
償
還
金
の
7
割
を
普
通
交
付
税
で
措
置

上谷ストック場の増設部分


